
＊令和３年度以前入学生用 

 

学校番号 3026 

 

令和 5年度 英語科 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

英語 時事英語 ２ 第３学年 

副教材   ・自作教材 

・PRISM READING Level 2 

(CAMBRIDGE) 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

社会的なトピックを扱いそれに関するリサーチを通じて自分の意見を様々な形で表現していく

活動行います。これまで学習してきた英語のスキルを実践的に使用していき、さらなるスキルア

ップを目指していきます。 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第３学年】履修科目：英語理解（3単位） 英語表現（2単位）  

English Communication 3（2単位） 時事英語（3単位）、 

英語演習 E（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 
科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・

評価 
学習到達目標 

科目・評

価 

◆身近なトピッ

クに関して、
わずかな時間
の準備で、１

分程度のスピ
ーチができ
る。その際に

は具体的な理
由を添えて自
分の意見を述

べることがで
きる。 

◆◇論点の明ら

かな英文を読
み、また、話
された英文を

聞いて、それ
ぞれのポイン
トを捉えて、

その概要を簡
潔に話すこと
ができる。 

英語理解 

・授業時の

発表 

 

英語表現 

・言語活動

の観察 

 

English 

Communicati

onⅢ 

・授業時の

発言 

・定期考査

のインタビ

ューテスト 

 

時事英語 

・授業時の

発表 

・プレゼン

テーション 

 

英語演習 E 

・授業時の

発表 

 

◆複数の段落で、

序論・本論・結
論を意識して、
時間をかけた

修正を経て、自
分の意見をわ
かりやすく書

くことができ
る。 

◆自分のよく知

っているトピ
ックに関して、
参考文献やイ

ンターネット
などから情報
を収集し、それ

をまとめた文
章を書くこと
ができる。 

英語理解 

・定期考査 

 

英語表現 

・定期考査 

・小テスト 

・課題 

 

English 

Communicati

onⅢ 

・定期考査

のライティ

ングテスト 

 

時事英語 

・定期考査

時のライテ

ィング 

◇自分の得意とす

る分野に関する
自然な速さで話
されるスピーチ

や会話（３～５
分）を聞いて、
ポイントをつか

みながら内容を
理解することが
できる。 

◇自然な速さで話
される観光地で
の説明やガイド

などのアナウン
スを聞いて、大
切なポイントを

もらさず概要を
把握することが
できる。 

英語理解 

・リスニ

ングテス

ト 

 

英語表現 

・言語活

動の観察 

 

時事英語 

・授業の

内容理解 

 

英語演習

E 

・授業の

内容理解 

◇まとまりのある英

文を読み返すなど
しながら一定時間
内に読み、各段落

のトピック、サポ
ート、例示、詳細な
どを抑えながら、

全体の要旨を理解
することができ
る。 

◇◆小説などを読
み、背景を踏まえ
事実関係だけでは

なく、登場人物の
気持ちなどを把握
し、気持ちに応じ

て適切な速度や声
の調子で音読する
ことができる。 

◇英語で書かれた物
語を読み切り、全
体の筋を理解する

ことができる。 

英語理解 

・定期考査 

 

英語表現 

・定期考査 

・授業時の

発表 

 

時事英語 

・授業の内

容理解 

 

英語演習 E 

・授業の内

容理解 

 

 



＊令和３年度以前入学生用 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
英語表現の能力 英語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話すこ

と」と「書くこと」の到達目標

を的確に評価できる方法で実

施 

CAN-DO リストによる「聞くこ

と」と「読むこと」の到達目標

を的確に評価できる方法で実

施。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

 

 

４ 学習の活動 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Endangered 

Species 

 

 

The 

Environment 

 

 

Health 

 

 

Technology 

 

 

Economics 

Endangered 

Species 

 

 

The 

Environment 

 

 

Health 

 

 

Technology 

 

 

Economics 
 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

そのトピックについて

様々な視点から見るこ

とができる。 

トピックについて、個人

やグループで違った視

点から考えていく。

（違った視点の例：

advantageと

disadvantage, 地域間

の状況の違い、時代間

の違い等） 

自分やグループの意

見を、なぜそう思

うのかという根拠

を提示し発表しよ

うとする。 

グループで話し合

い、グループでの

意見をまとめ、発

表しようとする。 

様々な形のプレゼン

テーション（発

表、ディスカッシ

ョン、ディベー

ト） 

 

「外国語表現の能力」 

そのトピックについ
て違った視点から
考察・リサーチ
し、視点ごとの違
いを表現しまた、
自分の意見を表現
できる。 

トピックについて、個人

やグループで違った視

点から考えリサーチを

行い、各視点の内容を

まとめ、意見を表現す

ることができる。（違

った視点の例：

advantageと

disadvantage, 地域間

の状況の違い、時代間

の違い等） 

自分やグループの
意見を、なぜそ
う思うのかとい
う根拠を示し発
表ができる。 

リサーチに基づい
た情報を自分の
意見の中に取り
入れることがで
きる。 

様々な形のプレゼン

テーション（発

表、ディスカッシ

ョン、ディベー

ト） 

定期テスト 

「外国語理解の能力」 

英語による説明が理
解できる。 
ニュースの記事を理
解できる。 

教師によるレクチャ
ーやニュースの記
事を基に個人やグ
ループで内容の要
約ができる。 

教師によるレクチ
ャーやニュースの
記事を基に内容の
要約ができる。ま
た、その内容を発
表する。 

様々な形のプレゼン

テーション（発

表、ディスカッシ

ョン、ディベー

ト） 

定期テスト 

「言語や文化についての知識・理解」 

そのトピックに関す
る用語を理解し、
使用することがで
きる。 

教師によるレクチャ
ーやニュースの記
事を基に個人やグ
ループで内容の要
約ができる。 

教師によるレクチ
ャーやニュースの
記事を基に内容の
要約ができる。ま
た、その内容を発
表する。 

様々な形のプレゼン

テーション（発

表、ディスカッシ

ョン、ディベー

ト） 

定期テスト 


